
確定申告書に会員証シールを貼りましょう�

�

�

�

�

������������������������������������������

������������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
��

�
�
�

　

東
日
本
で
正
月
に
食
べ
る
魚
の
代
表
格
が

サ
ケ
だ
。
西
日
本
で
は
ブ
リ
。
そ
の
境
目
は

新
潟
県
・
糸
魚
川
と
静
岡
県
を
結
ぶ
フ
ォ
ッ

サ
マ
グ
ナ
付
近
と
さ
れ
て
い
る
。
赤
い
身
が

縁
起
が
良
い
た
め
、
正
月
に
食
べ
る
の
だ
と

い
う
。

　

寒
流
系
の
魚
の
サ
ケ
は
、
海
で
成
長
し
、

数
年
後
の
秋
、
産
卵
の
た
め
に
故
郷
の
川
に

帰
っ
て
く
る
。
古
く
か
ら
食
べ
ら
れ
て
き
た

魚
だ
が
、
主
産
地
は
北
海
道
や
東
北
。
も
と

は
生
で
食
べ
ら
れ
て
い
た
サ
ケ
だ
が
、
塩
蔵

し
た
も
の
を
こ
も
に
包
み
、
縄
で
巻
い
た
新

巻
が
江
戸
時
代
に
進
物
用
と
し
て
生
ま
れ
た
。

北
海
道
の
松
前
藩
や
新
潟
の
村
上
藩
が
正
月
、

幕
府
に
献
上
し
た
の
が
庶
民
に
も
広
ま
っ
た
。

　

く
せ
の
な
い
味
は
、
塩
焼
き
、
バ
タ
ー
焼

き
、
マ
リ
ネ
な
ど
、
い
ろ
ん
な
料
理
に
あ
う
。

全
国
ど
こ
で
も
同
じ
よ
う
な
風
景
に
な
っ
た

日
本
だ
が
、
正
月
の
魚
だ
け
は
今
だ
に
東
西

の
違
い
が
あ
る
の
が
面
白
い
。

　

開
国
か
攘
夷
か
で
揺
れ
た
幕
末
。
オ
ラ
ン

ダ
で
建
造
さ
れ
た
江
戸
幕
府
の
蒸
気
軍
艦「
威

臨
丸
」
が
１
８
６
０（
万
延
元
）年
１
月　

日
、

１３

��
�

�

東
京
・
品
川
沖
を
米
国
へ
向
け
出
港
し
た
。

日
本
人
初
の
太
平
洋
横
断
だ
っ
た
。

　

乗
り
組
ん
で
い
た
の
は
、
日
米
修
好
通
商

条
約
を
批
准
す
る
た
め
の
遣
米
使
節
団
で
、

勝
海
舟
（
１
８
２
３
〜　

）、
福
沢
諭
吉（
１

９９

８
３
５
〜
１
９
０
１
）
、
通
訳
の
ジ
ョ
ン
万

次
郎
（
１
８
２
７
〜　

）
ら
で
あ
っ
た
。

９８

　

漂
流
し
て
ア
メ
リ
カ
船
に
助
け
ら
れ
、
米

国
で
教
育
を
受
け
た
万
次
郎
を
除
き
、
勝
と

福
沢
は
現
地
で
見
た
近
代
国
家
の
姿
に
圧
倒

さ
れ
た
に
違
い
な
い
。
だ
か
ら
、
勝
は
町
を

戦
火
に
さ
ら
し
、
復
興
に
時
間
を
か
け
る
べ

き
で
は
な
い
と
維
新
軍
に
江
戸
城
を
無
血
開

城
、
福
沢
は
明
治
新
政
府
の
誕
生
後
、
教
育

に
全
力
を
注
い
だ
の
だ
ろ
う
。

　

威
臨
丸
は
日
本
に
と
っ
て
近
代
国
家
へ
の

架
け
橋
だ
。

　

１
９
６
０
年
代
、
日
本
人
に
よ
く
知
ら
れ

な
が
ら
、
現
代
で
は
大
半
の
人
が
忘
れ
て
い

る
外
国
人
が
い
る
。
そ
の
一
人
が
、
旧
ソ
連

の
指
導
者
で
あ
っ
た
レ
ー
ニ
ン
だ
。

　

彼
は
１
９
２
４
年
１
月　

日
、
五
十
四
歳

２０

で
亡
く
な
っ
た
。
後
継
が
次
々
と
反
対
者
を

処
刑
し
た
り
、
強
制
収
容
所
に
送
っ
た
り
し

た
恐
怖
政
治
を
行
っ
た
ス
タ
ー
リ
ン
で
あ
る
。

レ
ー
ニ
ン
が
も
う
少
し
長
生
き
し
て
い
た
ら
、

旧
ソ
連
の
社
会
主
義
は
違
っ
て
い
た
か
も
し

れ
な
い
。

　

マ
ル
ク
ス
主
義
に
共
鳴
し
、
学
生
時
代
か

ら
革
命
運
動
に
取
り
組
ん
だ
レ
ー
ニ
ン
は
、

内
部
に
あ
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
の
対
立
を

抑
え
、
１
９
１
７
年　

月
に
革
命
政
府
の
首

１０

班
に
選
出
さ
れ
た
。
死
は
そ
れ
か
ら
六
年
三

カ
月
。
彼
の
カ
リ
ス
マ
性
に
よ
る
脆
い
統
一

が
崩
壊
し
、
ス
タ
ー
リ
ン
は
権
力
を
維
持
し

よ
う
と
弾
圧
に
走
っ
た
。
ソ
連
は
い
ま
ロ
シ

ア
と
国
名
を
変
え
、
独
自
の
道
を
歩
ん
で
い

る
。

　

日
本
の
南
極
観
測
の
拠
点
と
し
て
設
営
さ

れ
た
の
が
昭
和
基
地
だ
。
１
９
５
７
年
１
月

　

日
、
オ
ン
グ
ル
島
に
上
陸
し
た
第
１
次
南

２９極
観
測
隊
五
十
三
人
が
日
章
旗
を
掲
げ
、
周

辺
一
体
を
昭
和
基
地
と
名
付
け
た
。
四
棟
の

建
物
で
十
一
人
が
越
冬
し
た
。

　

こ
の
と
き
、
犬
ぞ
り
を
引
か
せ
る
た
め
に

樺
太
犬
二
十
二
頭
を
連
れ
て
い
た
。
子
犬
が

生
ま
れ
た
り
し
て
、
翌
年
の
１
次
隊
の
任
務

が
終
わ
る
こ
ろ
は
二
十
四
頭
に
な
っ
て
い
た
。

だ
が
、
任
務
を
引
き
継
ぐ
２
次
隊
は
海
に
張

っ
た
氷
に
阻
ま
れ
、
昭
和
基
地
に
近
づ
け
な

か
っ
た
。
１
次
隊
は
飛
行
機
と
ヘ
リ
で
脱
出
。

十
五
頭
の
犬
が
残
さ
れ
た
。

　
　

年
１
月
、
第
３
次
観
測
隊
が
昭
和
基
地

５９
に
到
着
す
る
と
、
タ
ロ
と
ジ
ロ
の
二
頭
が
極

寒
の
地
で
生
存
し
て
お
り
、
当
時
、�
奇
跡
�

と
し
て
話
題
を
集
め
た
。
今
、
日
本
は
昭
和

基
地
を
含
め
、
四
基
地
で
観
測
や
研
究
を
行

い
、
オ
ゾ
ン
ホ
ー
ル
の
発
見
な
ど
大
き
な
成

果
を
あ
げ
て
い
る
。　
　
（
記
･
小
牧　
規
子
）
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